
1

ついては、近隣市にお

0

いてほぼ同額の補助額

6

である。
他市との 　ま

1

た、音楽協会について、近隣で音楽家の協会があるのは、岡崎市と安城市のみである。岡崎市では文化
比較検証 協会に所属しており、市が文化協会の活動を支援しており、安城市では活動に対する補助はしていない。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 2,869 2,950 合計 2,869,315 円
報償費 200,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 負担金、補助及び
交付金 2,669,315 円

一般財源 0 0 2,869 2,950

職員人件費　② 0 0 1,312 1,316

総事業費（①＋②） 0 0 4,181 4,266

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0

２年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　

１

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

年

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

度

　
要

総合計画
分野 教育

（

文化

基本施策 文化・芸

平

術
施策体系

施策の内容

成

活動の支援体制の充実

３

目
　
　
　
的

　様々な文

０

化創造活動を行う市民

年

が所属する

主
た
る
内
容

度

○刈谷文化協会の事業

評

及び運営に対する補助

価

刈谷文化協会や刈谷音

）

楽協会を支援し、文化

刈

○刈谷音楽協会の事業

谷

に対する補助
創造活動

市

の活性化を図る。 ○わ

事

たしの刈谷展入賞者へ

務

表彰

位
置
づ
け

関連計画

事

第2次刈谷市文化振興

業

基本計画

根拠法令

対象

評

者 刈谷文化協会、刈谷

価

音楽協会 事業期間 ～

実

シ

施方法 □直営　□委託

ー

　□指定管理　■補助

ト

・助成　□その他

（様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

当

８年度実績 ２９年度実

部

績 ３０年度実績 ３１年

市

度計画

　 　 ・刈谷文化

民

協会への団体補助 ・刈

活

谷文化協会への団体補

動

助
　 　 ・刈谷音楽協会

部

実施事業に対 ・刈谷音

一

楽協会実施事業に対
　

般

　 　する補助 　する補

会

助
　 　 　第14回刈谷

計

音楽祭 　第15回刈谷

文

音楽祭
　　　――――

化

――― 　　　――――

芸

――― 　第12回刈谷

術

音楽協会演奏会 　第1

団

3回刈谷音楽協会演奏

体

会
・「わたしの刈谷展

育

」受賞作 ・「わたしの

成

刈谷展」受賞作
　品の

事

報償金授与 　品の報償

業

金授与

　刈谷文化協会

担

が主催する市民文化祭

当

や刈谷音楽協会が主催

課

する音楽祭等を支援し

文

たことにより、多くの

化

市民が文化芸術

成果
に

観

触れる機会を提供する

光

ことができた。

　高齢

課

化に伴う会員数の減少

款

が顕著な団体もあり、

項

新規会員の確保が課題

目

である。

課題

指標名称

担

（単位）
実績値 目標値

当

２８年度 ２９年度 ３０

係

年度 ３１年度 ３年度

成

文

果 日頃から文化や芸術

化

に親しんでいる市民の

振

割合(％) 44.9 ―

興

47.8 50.4 53

係

指標

指標
　文化協会に



0 6 1

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　様々な

平

文化創造活動を行う市

成

民が所属する刈谷文化

３

協会
・法的業務

普通
や

１

刈谷音楽協会を支援す

年

ることは、本市の文化

度

振興を図る
必要性 ・市

（

民ニーズ、社会需要 た

平

めには必要である。
・

成

市民生活上必要である

３

　など

　刈谷文化協会

０

は、文化振興指導員が

年

事務局を務めており､

度

・コストの節減、費用

評

対効果
普通

事業運営や

価

経理など適正に行われ

）

ている。
効率性 ・執行

刈

体制の効率性
・手段の

谷

最適性　など

　市民が

市

文化芸術に触れる機会

事

を提供する刈谷文化協

務

会及
・市が主体となっ

事

て実施する
普通

び刈谷

業

音楽協会を支援をする

評

ことは妥当である。
妥

価

当性 　べき事業である

シ

か
・総合計画との整合

ー

性　など

　市民が文化

ト

芸術に触れる機会を提

（

供することで、本市の

様

施策への ・施策への貢

式

献度
高い

文化振興に寄

２

与することができた。

）

・目標達成度
貢献度 ・

会

市民サービスへの効果

計

　など

今後の方向性 □

名

拡充　■現状維持　□

担

改善・効率化　□縮小

当

　□終期設定　□休止

部

・廃止

　刈谷文化協会

市

や刈谷音楽協会を支援

民

することは、本市の文

活

化振興を図るためには

動

必要であるため、引き

部

続き支援を
継続する。

一般会計

Ｃ
 
　
Ｈ
 

文

　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　

化

∧
　
評
　
価
　
∨

芸術団体育成事業
担当課 文化観光課

款 項 目 担当係 文化振興係

1



0

（％） 1.9 70.0

6

100.0 ― ―
指標
活

1

動
指標

・県内の公開承

5

認施設　 7館
他市との ・県内の登録博物館数　33館
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 55,682 1,356,538 2,012,823 0 合計 2,012,823,037 円
委託料 254,134,800 円

財
　
源

特定財源 45,041 1,259,003 1,509,851 0 工事請負費 1,758,688,237 円

一般財源 10,641 97,535 502,972 0

職員人件費　② 1,329 8,142 540 0

総事業費（①＋②） 57,011 1,364,680 2,013,363 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 3,425,043 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 3,425,043 社会資本整備総合交付金
亀城公園等整備基金繰入金

２年度以降の事業費見込 0 繰越金

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　

１

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

年

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

度

　
要

総合計画
分野 教育

（

文化

基本施策 歴史・文

平

化財
施策体系

施策の内

成

容 歴史博物館の整備

目

３

　
　
　
的

　歴史、考古

０

、民俗等に関する資料

年

を収集し､

主
た
る
内
容

度

　本市の歴史資料や文

評

化財を適切に保存・管

価

貴重な文化的遺産の散

）

逸を防ぎ、後世に残す

刈

理し、展示・活用する

谷

ことができるよう歴史

市

とともに広く一般公開

事

し、歴史研究の一助と

務

博物館を整備する。
す

事

る。

位
置
づ
け

関連計画

業

第2次刈谷市文化振興

評

基本計画、刈谷市歴史

価

博物館基本計画

根拠法

シ

令 博物館法、公文書館

ー

法、文化財保護法

対象

ト

者 対象者を限定せず 事

（

業期間 平成２２年度 ～

様

平成３０年度

実施方法

式

■直営　■委託　□指

１

定管理　□補助・助成

）

　□その他

会計名 担当部 市民

Ｂ
　
事

活

　
業
　
実
　
績

２８年度

動

実績 ２９年度実績 ３０

部

年度実績 ３１年度計画

一

・建設工事 ・建設工事

般

・建設工事 　
・工事監

会

理 ・工事監理 ・工事監

計

理 　
・展示・収蔵庫設

歴

置 ・展示・収蔵庫設置

史

　
・植栽工事 　
・外構

博

工事 　　　―――――

物

――

・建設工事（建築

館

・電気・管）が完了し

建

、建物を竣工すること

設

ができた。

成果
・展示

事

・収蔵庫設置業務（展

業

示室壁付ケースや収蔵

担

庫什器の設置）が完了

当

した。

・有識者、関係

課

団体へのヒアリングを

文

適宜実施し、意見を反

化

映することができた。

観

・施工業者、工事監理

光

業者、市担当者による

課

定例会議を隔週で実施

款

し、施工状況を確認し

項

ながら施工することが

目

できた。

　文化庁や関

担

係団体等へのヒアリン

当

グ結果を反映させるた

係

めの庁内の意思決定や

歴

施工業者への周知に時

史

間を要した。

課題

指標

博

名称（単位）
実績値 目

物

標値

２８年度 ２９年度

館

３０年度 ３１年度 ３年

1

度

成果 建設工事進捗率



6

　
評
　
価
　
∨

15

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　現在の

平

郷土資料館は文化財の

成

保存・展示施設として

３

は規
・法的業務

高い
模

１

・設備的に不十分であ

年

り建設の必要がある。

度

ミュージア
必要性 ・市

（

民ニーズ、社会需要 ム

平

機能、祭り伝承機能、

成

アーカイブズ機能、埋

３

蔵文化財保
・市民生活

０

上必要である　など 存

年

活用機能を一体にした

度

施設とすることで、資

評

料保存と市
内外への公

価

開を両立させることが

）

できる。
　建物実施設

刈

計・展示実施設計は、

谷

競争入札で設計業者を

市

・コストの節減、費用

事

対効果
普通

選定するこ

務

とで、コストを節減し

事

つつ最適な業者を選定

業

す
効率性 ・執行体制の

評

効率性 ることができた

価

。
・手段の最適性　な

シ

ど

　市民の財産である

ー

文化財を多数保存する

ト

施設であること
・市が

（

主体となって実施する

様

高い
から、市が主体と

式

なるべき事業である。

２

妥当性 　べき事業であ

）

るか
・総合計画との整

会

合性　など

　市民が気

計

軽に立ち寄れる歴史博

名

物館を建設することで

担

、

施策への ・施策への

当

貢献度
高い

郷土の歴史

部

文化への興味を喚起す

市

ることができる。
・目

民

標達成度 　また、公開

活

承認施設を目指すこと

動

で、国宝や重要文化財

部

貢献度 ・市民サービス

一

への効果　など を見学

般

出来る機会を増やし、

会

市民の歴史に対する関

計

心に応
えることができ

歴

る。

今後の方向性 □拡

史

充　□現状維持　□改

博

善・効率化　□縮小　

物

□終期設定　■休止・

館

廃止

　建物が5月末に

建

竣工し、主要な展示ケ

設

ース・収蔵庫什器も設

事

置し、平成31年3月

業

24日にオープンする

担

ことができた
（建設事

当

業としては終了）。
　

課

設計段階で利便性・機

文

能性・コストに配慮し

化

た建物を目指したが、

観

今後は実際の運用の中

光

でもそれらを実現して

課

い
くことに努める。
　

款

また、市民にとって魅

項

力ある博物館とするた

目

め、刈谷の歴史を分か

担

りやすく伝える企画展

当

や、地域の歴史を楽し

係

く
学ぶことができる体

歴

験イベントなどを継続

史

的に実施していく。

博物館

1

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　

0

Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧



物

年度 ３年度

活動 常設展

館

示室及び祭り展示室入

1

室者数（人） ― ― 14

0

,130 ― ―
指標
活動

6

有識者・関連団体との

1

打合せ（回） ― ― 5 ―

4

―
指標

　安城市では、常設展示を通史としながらその中で重点的にテーマを設定して展示している。
他市との 　
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 289,134 0 合計 289,134,000 円
委託料 289,134,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 0 289,134 0

職員人件費　② 0 0 2,238 0

総事業費（①＋②） 0 0 291,372 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0

２年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　

１

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 歴

平

史・文化財
施策体系

施

成

策の内容 歴史博物館の

３

整備

目
　
　
　
的

　歴史

０

博物館において常設展

年

示室及び祭り展

主
た
る

度

内
容

　常設展示室（導

評

入展示、テーマ展示、

価

通史
示室を整備するこ

）

とにより、刈谷市の歴

刈

史を 展示、体験展示）

谷

及び祭り展示室内の展

市

示を
体系的に学び、郷

事

土の歴史に親しみと誇

務

りが 整備する。
感じら

事

れる場を市民に提供す

業

る。

位
置
づ
け

関連計画

評

第2次刈谷市文化振興

価

基本計画、刈谷市歴史

シ

博物館基本計画

根拠法

ー

令 博物館法、公文書館

ト

法、文化財保護法

対象

（

者 対象者を限定せず 事

様

業期間 平成３０年度 ～

式

平成３０年度

実施方法

１

■直営　■委託　□指

）

定管理　□補助・助成

会

　□その他

計名 担当部 市民活

Ｂ
　
事

動

　
業
　
実
　
績

２８年度

部

実績 ２９年度実績 ３０

一

年度実績 ３１年度計画

般

　 　 ・常設展示室の展

会

示整備 　
　 　 ・祭り展

計

示室の展示整備 　
　 　

常

　
　 　 　
　　　―――

設

―――― 　　　―――

展

―――― 　　　―――

示

――――

・常設展示で

品

は、郷土にゆかりのあ

等

る資料を多く展示する

製

とともに映像や模型を

作

用いて効果的に刈谷の

設

特徴を示すことが

成果

置

　できた。

・祭り展示

事

では、各保存会の協力

業

を得て、実物の山車や

担

奴のねりの道具、万燈

当

、雨乞の衣装・道具な

課

どを一堂に展示する

　

文

とともに、万燈を担ぐ

化

体験ができるコーナー

観

の設置や大画面での祭

光

り映像の放映など臨場

課

感ある展示ができた。

款

　刈谷の特徴を示すた

項

め常設展示を3つの時

目

代のテーマに絞った反

担

面、それら以外の時代

当

の説明が通史展示の年

係

表や映像

に限られた。

歴

課題

指標名称（単位）

史

実績値 目標値

２８年度

博

２９年度 ３０年度 ３１



館

10 6 14

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　

平

学校教育や生涯学習の

成

中で、市民がいつでも

３

郷土の歴史
・法的業務

１

普通
や文化を学ぶこと

年

ができる。
必要性 ・市

度

民ニーズ、社会需要
・

（

市民生活上必要である

平

　など

　競争入札によ

成

り実績のある専門業者

３

を選定することで、
・

０

コストの節減、費用対

年

効果
普通

コストを節減

度

しつつ最適な業者を選

評

定することができた。

価

効率性 ・執行体制の効

）

率性
・手段の最適性　

刈

など

　常設展示室や祭

谷

り展示室は、市民の財

市

産である文化財や
・市

事

が主体となって実施す

務

る
高い

地域の誇りの象

事

徴である祭りに関わる

業

品々を多く展示する
妥

評

当性 　べき事業である

価

か 施設であるため、市

シ

が主体となって実施す

ー

べきである。
・総合計

ト

画との整合性　など

　

（

刈谷の歴史を楽しく学

様

び、刈谷の魅力を発信

式

する施設と

施策への ・

２

施策への貢献度
高い

し

）

て施策への貢献度は高

会

い。また、歴史を深く

計

学びたい人
・目標達成

名

度 への対応も可能とし

担

ており、市民サービス

当

への効果も上が
貢献度

部

・市民サービスへの効

市

果　など っている。

今

民

後の方向性 □拡充　□

活

現状維持　□改善・効

動

率化　□縮小　□終期

部

設定　■休止・廃止

　

一

事業としては本年度で

般

完了であるが、常設展

会

示においては、今後は

計

定期的に資料を入れ替

常

えたり、新たな調査の

設

成
果や新資料の発見な

展

どに応じて展示替えを

示

行うなど、来館者を飽

品

きさせない工夫が必要

等

である。
　常設展示を

製

3つの時代のテーマ展

作

示としたことで紹介で

設

きなかった時代や地域

置

については、企画展示

事

などで紹介して
いく。

業
担当課

Ｃ
 
　
Ｈ
 

文

　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　

化

∧
　
評
　
価
　
∨

観光課

款 項 目 担当係 歴史博物



物館

10 6 14

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 19,334 0 合計 19,333,674 円
報償費 351,240 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 需用費 2,234,433 円
役務費 4,475,018 円

一般財源 0 0 19,334 0 委託料 11,933,943 円
使用料及び賃借料 292,600 円

職員人件費　② 0 0 4,475 0 備品購入費 46,440 円

総事業費（①＋②） 0 0 23,809 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0

２年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　

１

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 歴

平

史・文化財
施策体系

施

成

策の内容 歴史博物館の

３

整備

目
　
　
　
的

　刈谷

０

の歴史や文化財につい

年

て市民が学ぶこ

主
た
る

度

内
容

○文化財資料及び

評

備品等の移設
とのでき

価

る歴史博物館を開館し

）

、市内外の来 ○各種媒

刈

体への広告掲載
場者に

谷

啓発促進の場を提供す

市

る。 ○記念式典の開催

事

○オープニングイベン

務

トの開催

位
置
づ
け

関連

事

計画 第2次刈谷市文化

業

振興基本計画

根拠法令

評

博物館法

対象者 対象者

価

を限定せず 事業期間 平

シ

成３０年度 ～ 平成３０

ー

年度

実施方法 ■直営　

ト

■委託　□指定管理　

（

□補助・助成　□その

様

他

式１）

会計名 担当

Ｂ
　
事
　
業
　
実

部

　
績

２８年度実績 ２９

市

年度実績 ３０年度実績

民

３１年度計画

　 　 ・文

活

化財資料及び備品等の

動

移 　
　 　 　設 　
　 　 ・

部

広告物の作成 　
　 　 ・

一

各種媒体への広告掲載

般

　
　　　――――――

会

― 　　　――――――

計

― ・記念式典の開催 　

歴

　　―――――――
・

史

オープニングイベント

博

の開
　催

　歴史博物館

物

開館に伴い、館内の整

館

備と歴史博物館のＰＲ

開

を行い、記念式典とオ

館

ープニングイベントを

等

開催することによ

成果

準

り、市内市外からの多

備

くの来館者に刈谷市の

事

歴史を伝える場を提供

業

することができた。

　

担

工事の関係で文化財資

当

料の移設期間が短く、

課

開館間近までかかった

文

。

課題

指標名称（単位

化

）
実績値 目標値

２８年

観

度 ２９年度 ３０年度 ３

光

１年度 ３年度

成果 来館

課

者数（人） ― ― 9,8

款

23 ― ―
指標
活動 各種

項

媒体への広告掲載数（

目

社） ― ― 28 ― ―
指標

担

　施設の開館は一時的

当

な事業であり、他市と

係

の比較検証は困難であ

歴

る。
他市との
比較検証

史博



館

10 6 14

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　

平

ミュージアム機能・祭

成

り伝承機能・アーカイ

３

ブ機能・埋
・法的業務

１

普通
蔵文化財保存活用

年

機能を一体にした施設

度

を公開することに
必要

（

性 ・市民ニーズ、社会

平

需要 より、市民が郷土

成

の歴史文化を知ること

３

ができる。
・市民生活

０

上必要である　など

　

年

備品購入および開館記

度

念式典・オープニング

評

イベントは､
・コスト

価

の節減、費用対効果
普

）

通
競争入札で業者を選

刈

定することで、コスト

谷

を削減しつつ最
効率性

市

・執行体制の効率性 適

事

な業者を選定すること

務

ができた。
・手段の最

事

適性　など

　市民の財

業

産である文化財を多数

評

保存する施設であるこ

価

と
・市が主体となって

シ

実施する
高い

から、市

ー

が主体となるべき事業

ト

である。
妥当性 　べき

（

事業であるか
・総合計

様

画との整合性　など

　

式

歴史博物館の開館をＰ

２

Ｒし、集客に繋げるこ

）

とで、郷土

施策への ・

会

施策への貢献度
高い

の

計

歴史文化への興味を喚

名

起することができる。

担

・目標達成度
貢献度 ・

当

市民サービスへの効果

部

　など

今後の方向性 □

市

拡充　□現状維持　□

民

改善・効率化　□縮小

活

　□終期設定　■休止

動

・廃止

　事業は本年度

部

で完了した。

一般会計

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　

歴

Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　

史

価
　
∨

博物館開館等準備事業
担当課 文化観光課

款 項 目 担当係 歴史博物



興

伐採
　　被害木伐採　

係

    16本 ・水位

1

調査 ・カキツバタ遺伝

0

子調査
・カキツバタ遺

6

伝子調査 ・除草、清掃

2

作業　　 6日間
・ナ

歴

ラ枯れ被害木等処理
　

史

　被害木伐採　　　　

博

17本
・除草作業には

物

地元「小堤西池のカキ

館

ツバタを守る会」のほか、企業ボランティアをはじめ多くの市民が参加した。

成果
・カキツバタ開花期には、以前に比べ開花エリアに広がりが出て、花の数も増えてきた。

・池の水源となる東側丘陵地に、その地下水を吸い上げてしまう竹が増殖しているため、東側丘陵地の管理が課題となっ

　ている。
課題

・地球温暖化などの影響により、池及び東側丘陵地の環境が変化しつつあり、動植物の種類が減少しつつある。

指標名称（単位）
実績値 目標値

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３年度

活動 ボランティア参加数（人） 192 263 317 320 320
指標
成果 見学者数（人） 8,638 9,998 9,614 10,000 10,000
指標

・知立市の八橋のかきつばたは生育不良に陥っており、再生している最中である。
他市との ・豊橋市「葦毛湿原」
比較検証 　　保存会ボランティア参加数（平成29年　延べ691人　冬季25日間程度）

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 5,934 7,817 6,937 15,330 合計 6,937,365 円
報償費 60,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0

Ｄ

0 旅費 5,100 円

　

需用費 99,729 

　

円

一般財源 5,934

　

7,817 6,937

Ｏ

15,330 委託料 6

　

,772,536 円

　

職員人件費　② 1,8

∧

76 2,792 1,8

　

13 1,625

総事業

　

費（①＋②） 7,81

実

0 10,609 8,7

　

50 16,955

建
設

　

事
業

全体事業費（単位

施

：千円） 0 ３０年度特

　

定財源名称

３０年度ま

　

での累積事業費 0

２年

∨

度以降の事業費見込 0

平成３１

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

年

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

度

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

（

合計画
分野 教育文化

基

平

本施策 歴史・文化財
施

成

策体系
施策の内容 文化

３

財の保護・伝承・活用

０

目
　
　
　
的

　国指定天

年

然記念物である小堤西

度

池カキツバ

主
た
る
内
容

評

○保存対策調査委員会

価

において植生調査・保

）

タ群落の保護増殖を図

刈

るため、調査を含めた

谷

　護対策を行う。
各種

市

保護対策を実施し、植

事

生を適切な状態に ○調

務

査委員会の指導に基づ

事

き、小堤西池の水
保つ

業

。 　質水位の継続した

評

調査を行う。
○カキツ

価

バタ保護増殖のために

シ

池や東側丘陵
　地の除

ー

草や清掃等の業務を行

ト

う。
○カキツバタ開花

（

期における、警備や駐

様

車場
　案内等の業務を

式

行う。

位
置
づ
け

関連計

１

画 小堤西池カキツバタ

）

群落保存管理計画、第

会

2次刈谷市文化振興基

計

本計画

根拠法令 文化財

名

保護法

対象者 対象者を

担

限定せず 事業期間 ～

実

当

施方法 ■直営　■委託

部

　□指定管理　□補助

市

・助成　■その他

民活動部

一般会計
国

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

指

８年度実績 ２９年度実

定

績 ３０年度実績 ３１年

文

度計画

・保存対策調査

化

委員会開催　 ・「小堤

財

西池カキツバタ群落 ・

保

保存対策調査委員会の

護

開催 ・保存対策調査委

増

員会の開催
　　　　　

殖

　　　　　 2回 　保

事

存管理計画」の改定 　

業

　　　　　　　　　　

担

 2回 　　　　　　　

当

　　　　 2回
・水質

課

調査 ・保存対策調査委

文

員会の開催 ・水質調査

化

・水質調査
・水位調査

観

　         

光

         　

課

 2回 ・水位調査 ・水

款

位調査
・除草、清掃作

項

業　 6日間 ・「湿地

目

サミット」の開催 ・除

担

草、清掃作業　   

当

6日間 ・除草、清掃作

係

業　   6日間
・ナ

文

ラ枯れ被害木等処理 ・

化

水質調査 ・丘陵地の樹

振

木伐採 ・丘陵地の樹木



係

　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　

1

∧
　
評
　
価
　
∨

0 6 2 歴史博物館

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価

平

の理由

　文化財保護法

成

において、国指定天然

３

記念物の保護は法的
・

１

法的業務
高い

業務であ

年

る。
必要性 ・市民ニー

度

ズ、社会需要 　また、

（

カキツバタは刈谷市の

平

花で市民にも馴染みが

成

深い
・市民生活上必要

３

である　など ことから

０

、保護増殖を図る必要

年

がある。

　地元有志に

度

よる守る会に日常管理

評

を委託する体制を取っ

価

・コストの節減、費用

）

対効果
普通

ており、直

刈

営で実施するよりもコ

谷

ストが節減でき、継続

市

的
効率性 ・執行体制の

事

効率性 かつ効果的な保

務

護活動が可能である。

事

市民協働の点からも
・

業

手段の最適性　など 最

評

適な手段である。

　国

価

指定の文化財であるの

シ

で、国、県との調整が

ー

必要であ
・市が主体と

ト

なって実施する
高い

る

（

とともに、調査委員会

様

、守る会との連携も必

式

要であるた
妥当性 　べ

２

き事業であるか め、市

）

が主体となって実施す

会

べき事業である。また

計

総合計
・総合計画との

名

整合性　など 画でも、

担

カキツバタ群落の保存

当

を掲げており、本事業

部

の実
施は妥当である。

市

　開花時期にはメディ

民

アにも取り上げられ、

活

市の魅力発信

施策への

動

・施策への貢献度
普通

部

に繋がっている。また

一

、地元の守る会をはじ

般

めとする市民
・目標達

会

成度 の保護への意識も

計

向上している。
貢献度

国

・市民サービスへの効

指

果　など

今後の方向性

定

□拡充　■現状維持　

文

□改善・効率化　□縮

化

小　□終期設定　□休

財

止・廃止

　保存対策調

保

査委員会による調査・

護

研究の成果をカキツバ

増

タ群落の保護施策に反

殖

映するとともに、地域

事

住民によって
組織され

業

る守る会及びボランテ

担

ィアと一体となって保

当

護事業を継続する。
　

課

より多くの人に国指定

文

天然記念物を見学して

化

いただくとともに、環

観

境保護活動の意識向上

光

を図るため、豊かな自

課

然
環境が維持されてい

款

ることを今後も広く啓

項

発していく。
　池の水

目

源確保や外来種の増加

担

に対しては、保存対策

当

調査委員会や守る会と

係

対策を協議していく。

文化振興

Ｃ
 
　
Ｈ
 



化

・ガイドがあることで

振

様々な目的の来館者に

興

対応することができ、

係

好評価を得ている。

・

1

複数のテレビ、広報紙

0

等から取材の申し込み

6

があった。

・ツアー客

2

を含め多くの来館者を

歴

集め、刈谷の魅力のア

史

ピールに繋げることが

博

できた。

　展示物が開

物

館当初のまま、手を加

館

えられていない。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３年度

活動 ガイドボランティア会員数（人） 43 44 44 45 47
指標
成果 ガイド申込者数（人） 2,594 1,917 2,279 2,300 2,300
指標

　依佐美送信所記念館と同じく産業をテーマとしている豊田市産業とくらし発見館においては、ボランティ
他市との アによるガイドは実施していないため、運営手法の比較が難しい。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 145 100 884 111 合計 884,080 円
需用費 145,800 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 委託料 738,280 円

一般財源 145 100 884 111

職員人件費　② 391 388 386 387

総事業費（①＋②） 536 488 1,270 498

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0

２年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３１

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

年

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

度

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

（

要

総合計画
分野 教育文

平

化

基本施策 歴史・文化

成

財
施策体系

施策の内容

３

文化財の保護・伝承・

０

活用

目
　
　
　
的

　市内

年

外の来館者に依佐美送

度

信所の歴史と展

主
た
る

評

内
容

○館内ガイド業務

価

の実施
示機器の機能や

）

構造を学ぶ機会を提供

刈

し、無 ○機器説明等
線

谷

通信への親しみと理解

市

を深め、貴重な産業 ○

事

依佐美送信所関連資料

務

の展示
遺産としての価

事

値を後世に伝える。

位

業

置
づ
け

関連計画 第2次

評

刈谷市文化振興基本計

価

画

根拠法令  

対象者 対

シ

象者を限定せず 事業期

ー

間 平成２０年度 ～

実施

ト

方法 □直営　■委託　

（

□指定管理　□補助・

様

助成　□その他

式１）

会計名 担当

Ｂ

部

　
事
　
業
　
実
　
績

２８

市

年度実績 ２９年度実績

民

３０年度実績 ３１年度

活

計画

・ガイドボランテ

動

ィアによる ・ガイドボ

部

ランティアによる ・ガ

一

イドボランティアによ

般

る ・ガイドボランティ

会

アによる
　館内ガイド

計

の実施 　館内ガイドの

依

実施 　館内ガイドの実

佐

施 　館内ガイドの実施

美

・来館者数　    

送

  39,159人 ・

信

来館者数      

所

　31,930人 ・来

記

館者数　      

念

29,267人 ・市内

館

中学1年生見学
・ボラ

ガ

ンティアガイド ・ボラ

イ

ンティアガイド ・ボラ

ド

ンティアガイド ・来館

事

者数　    　30

業

,000人
     

担

       123

当

件　2,594人   

課

          

文

114件　1,917

化

人          

観

   120件　2,

光

279人 ・ボランティ

課

アガイド
      

款

      120件

項

　2,300人

・依佐

目

美送信所竣工90周年

担

記念展示会を開催し、

当

来館者に依佐美送信所

係

の歴史をより深く伝え

文

ることができた。

成果
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Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価

平

評価の理由

　「依佐美

成

の鉄塔」が建っていた

３

当時を記憶している市

１

民
・法的業務

普通
も多

年

く、送信所でどのよう

度

なことが行われていた

（

のかを説
必要性 ・市民

平

ニーズ、社会需要 明す

成

ることで、刈谷の歴史

３

に対する理解を深める

０

ことがで
・市民生活上

年

必要である　など きる

度

。ガイドボランティア

評

と協働することで、地

価

域からも
愛される記念

）

館運営となっている。

刈

　ガイドボランティア

谷

の会に委託することで

市

、低いコスト
・コスト

事

の節減、費用対効果
高

務

い
でガイド事業を実施

事

している。
効率性 ・執

業

行体制の効率性 　ガイ

評

ド事業の計画や反省も

価

ガイドボランティアの

シ

会自身
・手段の最適性

ー

　など が行っており、

ト

効率的な運営が行われ

（

ている。

　依佐美送信

様

所記念館の施設管理は

式

、指定管理者によって

２

・市が主体となって実

）

施する
普通

行われてい

会

るが、ガイド事業は専

計

門性が求められること

名

か
妥当性 　べき事業で

担

あるか ら、指定管理者

当

による運営は難しい。

部

自主的に活動してい
・

市

総合計画との整合性　

民

など るボランティアに

活

対し、ガイドを委託す

動

る体制は有効であ
る。

部

　依佐美送信所記念館

一

は、開館以来多くの賞

般

を受賞してい

施策への

会

・施策への貢献度
高い

計

る。そのため市外・県

依

外からの来館者も多く

佐

、機械ではな
・目標達

美

成度 く人による案内が

送

あることで刈谷の貴重

信

な文化資源のＰＲ
貢献

所

度 ・市民サービスへの

記

効果　など が効果的に

念

行われ、刈谷市の知名

館

度向上に繋がっている

ガ

。

今後の方向性 □拡充

イ

　■現状維持　□改善

ド

・効率化　□縮小　□

事

終期設定　□休止・廃

業

止

・ガイドボランティ

担

ア内では自発的に、知

当

識や記憶の継承・資料

課

化が行われており、市

文

はサポートを行ってい

化

く。
・平成31年度に

観

は開館から12年が経

光

過し、ハード面の再整

課

備も部分的に必要とな

款

ってきている。

項 目 担当

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 

係

　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評

文

　
価
　
∨

化



光案内所運営 ・観光案内所運営 　　ミネーション ・観光案内所運営
・観光案内所運営

・祭りやイベントの実施機関として大きな役割を果たし、地域内の交流観光の推進と活性化に寄与している。

成果

・市と観光協会の役割分担を明確化する必要がある。

・観光協会事務局を市観光係が兼務していることで、自主財源の確保等の取組みができず、補助金の削減が難しい。
課題

・観光協会は市内主要業者等で構成されているため、事業のスリム化を図ることが難しい。

指標名称（単位）
実績値 目標値

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３年度

成果 主催・共催事業来場者数（人） 381,422 400,900 386,365 475,000 480,000
指標

指標
　観光協会が主催・共催するイベントの数、規模が大きいことから、県内他市町村と比較して補助金額が突

他市との 出して高くなっている。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 124,368 121,314 114,772 111,602 合計 114,772,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

Ｄ

特定財源 0 0 0 0 交付

　

金 114,772,0

　

00 円

一般財源 12

　

4,368 121,3

Ｏ

14 114,772 1

　

11,602

職員人件

　

費　② 4,689 5,

∧

428 3,086 2,

　

709

総事業費（①＋

　

②） 129,057 1

実

26,742 117,

　

858 114,311

　

建
設
事
業

全体事業費（

施

単位：千円） 0 ３０年

　

度特定財源名称

３０年

　

度までの累積事業費 0

∨

２年度以降の事業費見込 0

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

１

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 産業振興

基本施

（

策 観光
施策体系

施策の

平

内容 「ふるさと刈谷」

成

の魅力向上と発信

目
　

３

　
　
的

　民間団体が実

０

施する観光振興のため

年

の活動

主
た
る
内
容

○刈

度

谷市観光協会が行う観

評

光事業等への補助
を支

価

援することで、市民サ

）

ービスの向上及び
市の

刈

活性化を図る。

位
置
づ

谷

け

関連計画 第2次刈谷

市

市観光推進基本計画、

事

刈谷市まち・ひと・し

務

ごと創生総合戦略

根拠

事

法令

対象者 刈谷市観光

業

協会 事業期間 平成１０

評

年度 ～

実施方法 □直営

価

　□委託　□指定管理

シ

　■補助・助成　□そ

ー

の他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　
業
　

名

実
　
績

２８年度実績 ２

担

９年度実績 ３０年度実

当

績 ３１年度計画

・主催

部

、共催等事業 ・主催、

市

共催等事業 ・主催、共

民

催等事業 ・主催、共催

活

等事業
　　桜まつり、

動

西三河フォー 　　桜ま

部

つり、西三河フォー 　

一

　桜まつり、西三河フ

般

ォー 　　桜まつり、西

会

三河フォー
　　クジャ

計

ンボリー、万燈祭､　

観

　クジャンボリー、万

光

燈祭､　　クジャンボ

協

リー、大名行 　　クジ

会

ャンボリー、万燈祭､

補

　　わんさか祭り、刈

助

谷アニ 　　わんさか祭

事

り、刈谷アニ 　　列・

業

山車祭、万燈祭、わ 　

担

　わんさか祭り、刈谷

当

アニ
　　メｃｏｌｌｅ

課

ｃｔｉｏｎ､　　メｃ

文

ｏｌｌｅｃｔｉｏｎ､

化

　　んさか祭り、刈谷

観

アニメ 　　メｃｏｌｌ

光

ｅｃｔｉｏｎ､
　　野

課

田雨乞笠おどり、わた

款

　　野田雨乞笠おどり

項

、わた 　　ｃｏｌｌｅ

目

ｃｔｉｏｎ、 　　野田

担

雨乞笠おどり、わた
　

当

　しの刈谷展、刈谷駅

係

イル 　　しの刈谷展、

観

刈谷駅イル 　　野田雨

光

乞笠おどり、わた 　　

係

しの刈谷展、刈谷駅イ

7

ル
　　ミネーション 　

1

　ミネーション 　　し

2

の刈谷展、刈谷駅イル 　　ミネーション
・観



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　本市の観光振興を

平

図るためには、市内業

成

者や団体と連携
・法的

３

業務
高い

を密にして推

１

進する必要がある。観

年

光協会は市内主要業者

度

必要性 ・市民ニーズ、

（

社会需要 等で構成され

平

ており、その目的も総

成

合的な観光振興による

３

・市民生活上必要であ

０

る　など まちづくりへ

年

の寄与とあるため、公

度

益性も高いと判断して

評

いることから本事業は

価

必要である。
　観光事

）

業は迅速な対応が求め

刈

られる分野であり、観

谷

光協
・コストの節減、

市

費用対効果
普通

会の事

事

務規定等が簡易である

務

ことから、行政が実施

事

するよ
効率性 ・執行体

業

制の効率性 りも効率的

評

な対応が可能となって

価

いる。また、観光協会

シ

は
・手段の最適性　な

ー

ど 様々な団体から構成

ト

されているため、各種

（

団体との連携が
必要な

様

場合に協力等が得られ

式

やすい。
　観光協会事

２

務局を市観光係が兼務

）

していることで、公平

会

・市が主体となって実

計

施する
高い

性及び公益

名

性が担保されているこ

担

とから、当該観光団体

当

へ
妥当性 　べき事業で

部

あるか の補助は適正と

市

考えている。また、総

民

合計画及び観光推進
・

活

総合計画との整合性　

動

など 基本計画にも明記

部

されていることから妥

一

当性は高いと判断
して

般

いる。
　総合計画及び

会

観光推進基本計画に観

計

光協会との連携は明

施

観

策への ・施策への貢献

光

度
高い

記されている。

協

また、当該団体を支援

会

することで、各催事
・

補

目標達成度 により交流

助

観光が推進されている

事

現状からも施策への貢

業

献
貢献度 ・市民サービ

担

スへの効果　など 度は

当

高い。

今後の方向性 □

課

拡充　□現状維持　■

文

改善・効率化　□縮小

化

　□終期設定　□休止

観

・廃止

　市や各種関連

光

団体と観光協会との役

課

割分担を明確にしなが

款

ら、観光協会の機能の

項

強化に取り組む。

目 担当係

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ

観

 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　

光

評
　
価
　
∨

係

7 1 2



係

費内訳

事業費　① 0 0

7

2,854 0 合計 2,

1

853,900 円
委

2

託料 2,853,900 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 0 2,854 0

職員人件費　② 0 0 3,086 0

総事業費（①＋②） 0 0 5,940 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0

２年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　

１

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

年

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

度

　
要

総合計画
分野 産業

（

振興

基本施策 観光
施策

平

体系
施策の内容 「ふる

成

さと刈谷」の魅力向上

３

と発信

目
　
　
　
的

　刈

０

谷を訪れる観光客やビ

年

ジネス客等への情

主
た

度

る
内
容

○刈谷駅前観光

評

案内所基本構想策定
報

価

発信と刈谷駅周辺のま

）

ちづくりに寄与でき
る

刈

案内所機能の充実を図

谷

る。

位
置
づ
け

関連計画

市

第2次刈谷市観光推進

事

基本計画

根拠法令

対象

務

者 対象者を限定せず 事

事

業期間 平成３０年度 ～

業

平成３０年度

実施方法

評

□直営　■委託　□指

価

定管理　□補助・助成

シ

　□その他

ート （様式１）

会

Ｂ
　
事

計

　
業
　
実
　
績

２８年度

名

実績 ２９年度実績 ３０

担

年度実績 ３１年度計画

当

　 　 ・刈谷駅前観光案

部

内所基本構 　
　 　 　想

市

策定 　
　 　 　
　 　 　
　

民

　　――――――― 　

活

　　――――――― 　

動

　　―――――――

・

部

刈谷駅前に設置する観

一

光案内所に求められる

般

機能の整理をはじめ、

会

整備コンセプトや整備

計

・運営方法の検討等を

刈

行うこ

成果
とができた

谷

。

・刈谷駅周辺の関連

駅

施策と整合性を図りな

前

がら進めていく必要が

観

ある。

課題

指標名称（

光

単位）
実績値 目標値

２

案

８年度 ２９年度 ３０年

内

度 ３１年度 ３年度

活動

所

刈谷駅前観光案内所整

整

備進捗率（％） ― ― 2

備

0.0 ― ―
指標
活動
指

事

標
　刈谷駅周辺の特性

業

を踏まえて推進する事

担

業であるため、他市と

当

比較できない。
他市と

課

の
比較検証

文化観光課

款 項 目

Ｃ
　
事
　

担

業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：

当

千円
２８年度 ２９年度

係

３０年度 ３１年度 ３０

観

年度

（決算） （決算）

光

（決算） （予算） 事業



7 1 2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　本事業

平

は、総合計画に掲げら

成

れた刈谷駅周辺の賑わ

３

い、
・法的業務

普通
観

１

光推進基本計画の案内

年

所設置に基づき実施し

度

たものであ
必要性 ・市

（

民ニーズ、社会需要 る

平

が、駅前の他施策との

成

整合性も考慮する必要

３

がある。
・市民生活上

０

必要である　など

　基

年

本構想の策定にあたり

度

、データを用いて的確

評

に現状を
・コストの節

価

減、費用対効果
普通

把

）

握するため、分析のノ

刈

ウハウと観光分野にお

谷

ける高い専
効率性 ・執

市

行体制の効率性 門性を

事

有する業者に委託する

務

ことは、市が直接実施

事

する場
・手段の最適性

業

　など 合より、効率性

評

が高い。

　観光案内所

価

は、公共的な機能を有

シ

する施設であり、総合

ー

・市が主体となって実

ト

施する
高い

計画及び観

（

光推進基本計画におい

様

ても明記されているこ

式

と
妥当性 　べき事業で

２

あるか から、市が主体

）

的に実施すべきであり

会

、妥当性が高い。
・総

計

合計画との整合性　な

名

ど

　観光案内所は、駅

担

前の人が集積するエリ

当

アでの観光情報

施策へ

部

の ・施策への貢献度
高

市

い
の発信や各種サービ

民

スの提供に関するもの

活

であるため、施
・目標

動

達成度 策への貢献度は

部

高い。
貢献度 ・市民サ

一

ービスへの効果　など

般

今後の方向性 □拡充　

会

□現状維持　□改善・

計

効率化　□縮小　□終

刈

期設定　■休止・廃止

谷

　刈谷駅周辺の関連施

駅

策の動向を注視しつつ

前

、観光案内所の位置付

観

けや効果的な運営形態

光

の考え方を整理して、

案

推進
する必要がある。

内所整備

Ｃ
 
　
Ｈ
 

事

　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　

業

∧
　
評
　
価
　
∨

担当課 文化観光課

款 項 目 担当係 観光係



観

とで、刈谷市の魅力の

光

向上、伝統文化を継承

係

することができ

ている

7

。

・（共通）団体の育

1

成を促すとともに、協

2

賛金等の自主財源の確保を指導していく必要がある。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３年度

成果 刈谷の歴史に興味を持っている市民の割合（％） 35.0 ― 33.2 39.6 46.0
指標
活動
指標

　刈谷市独自の祭事であるため、比較できない。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 5,534 10,740 5,534 合計 10,740,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 10,740,000 円

一般財源 0 5,534 10,740 5,534

職員人件費　② 0 4,265 4,244 2,477

総事業費（①＋②） 0 9,799 14,984 8,011

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0

２年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　

１

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

年

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

度

　
概
　
要

総合計画
分野

（

産業振興

基本施策 観光

平

施策体系
施策の内容 観

成

光資源の発掘と活用

目

３

　
　
　
的

　各種保存団

０

体が開催する歴史文化

年

行事に対

主
た
る
内
容

〇

度

各種保存団体の行事開

評

催に要する経費の補
し

価

て補助することで、伝

）

統文化の保存、継承 　

刈

助
及び観光の振興によ

谷

る地域活性化を図る。

市

＜対象団体＞
　・刈谷

事

万燈保存会
　・野田雨

務

乞笠おどり保存会
　・

事

刈谷春祭保存継承委員

業

会

位
置
づ
け

関連計画 第

評

2次刈谷市観光推進基

価

本計画

根拠法令

対象者

シ

主たる内容欄※参照 事

ー

業期間 ～

実施方法 □直

ト

営　□委託　□指定管

（

理　■補助・助成　□

様

その他

式１）

会計名 担当

Ｂ
　
事
　
業

部

　
実
　
績

２８年度実績

市

２９年度実績 ３０年度

民

実績 ３１年度計画

　 ・

活

刈谷万燈祭 ・大名行列

動

・山車祭 ・刈谷万燈祭

部

　 　　開催日　7月2

一

9日・30日 　　開催

般

日  　　　 5月3

会

日 　　開催日　7月2

計

7日・28日
　 　　来

歴

場者数　　118,0

史

00人     来場者

文

数　   44,00

化

0人 ・野田雨乞笠おど

観

り
　 ・野田雨乞笠おど

光

り ・刈谷万燈祭 　　開

行

催日　      8

事

月25日
　　　―――

等

―――― 　　開催日　

開

　　　8月27日 　　

催

開催日　7月28日・

補

29日
　　来場者数　

助

　　　650人    

事

 来場者数　   5

業

5,000人
    

担

※7月28日は台風で

当

中止
・野田雨乞笠おど

課

り
　　開催日　   

文

   8月26日
  

化

  来場者数　   

観

   600人
・（万

光

燈祭）市内外の他のイ

課

ベントにも誘致されて

款

いる現状から、刈谷市

項

を代表する祭りとして

目

知名度が向上している

担

。

成果
・（共通）古く

当

から伝わる行事を観光

係

資源として支援するこ



光係

7 1 2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　担

平

い手や支援者の減少に

成

より、祭りが衰退傾向

３

にあるた
・法的業務

高

１

い
め、祭り開催を支援

年

することは、伝統文化

度

の保存継承と後
必要性

（

・市民ニーズ、社会需

平

要 継者育成といった面

成

で必要性が高い。
・市

３

民生活上必要である　

０

など

　本事業の目的達

年

成のための支援規模が

度

適正であるか、各
・コ

評

ストの節減、費用対効

価

果
普通

保存会の補助金

）

の支出内容を精査する

刈

必要がある。
効率性 ・

谷

執行体制の効率性
・手

市

段の最適性　など

　市

事

及び県の無形民俗文化

務

財に指定されている祭

事

りの保存
・市が主体と

業

なって実施する
普通

継

評

承のための補助は必要

価

である。
妥当性 　べき

シ

事業であるか
・総合計

ー

画との整合性　など

　

ト

万燈祭や野田雨乞笠お

（

どりは刈谷の伝統的な

様

祭りであり､

施策への

式

・施策への貢献度
高い

２

これらの祭りの開催支

）

援は、総合計画にも明

会

記している。
・目標達

計

成度 また、祭りが継続

名

することで、歴史的資

担

源として活用でき
貢献

当

度 ・市民サービスへの

部

効果　など る。

今後の

市

方向性 □拡充　■現状

民

維持　□改善・効率化

活

　□縮小　□終期設定

動

　□休止・廃止

　各保

部

存会の育成や、協賛金

一

などの自主財源のさら

般

なる確保による資金面

会

での自立を促し、市と

計

一体となって伝統行
事

歴

を継続していく必要が

史

ある。

文化観

Ｃ
 

光

　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　

行

Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

事等開催補助事業
担当課 文化観光課

款 項 目 担当係 観



1

刈谷城盛上げ隊 　　出

2

演回数　　　　　35

観

回
　　出演回数　　　

光

　36回 ・歴史街道・

係

ものづくり街道
　パンフレット作成
・フォトスタンプラリー実施
　                 

・市内外のイベント等においてＰＲブースの出展や刈谷城盛上げ隊の出演により、刈谷市の魅力をＰＲできた。

成果
・奈良県東吉野村と天誅組関連史跡を巡り互いの交流を深めることができた。

・ＰＲブースの出展や刈谷城盛上げ隊の出演の費用対効果の検証が難しい。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３年度

活動 ＰＲブース出展、刈谷城盛上げ隊出演回数（回） 42 32 47 40 40
指標
成果 刈谷の歴史に興味を持っている市民の割合（％） 35.0 ― 33.2 39.6 46.0
指標

　本市の魅力に合わせた独自の取り組みであるため、他市と比較できない。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 5,376 5,062 5,841 5,787 合計 5,840,579 円
需用費 12,859 円

財
　
源

特定財源 0 0 3 0 役務費 17,828 円
委託料 5,777,600 円

一般財源 5,376 5,062 5,838 5,787 負担金、補助及び
交

Ｄ

付金 32,292 円

　

職員人件費　② 3,9

　

08 6,204 7,0

　

21 5,805

総事業

Ｏ

費（①＋②） 9,28

　

4 11,266 12,

　

862 11,592

建

∧

設
事
業

全体事業費（単

　

位：千円） 0 ３０年度

　

特定財源名称

３０年度

実

までの累積事業費 0 保

　

険料実費徴収金

２年度

　

以降の事業費見込 0

施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ

１

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 計

（

画推進

基本施策 情報共

平

有
施策体系

施策の内容

成

広報・広聴の充実

目
　

３

　
　
的

　刈谷が持つ地

０

域資源の魅力を市内外

年

へ発信

主
た
る
内
容

○歴

度

史文化ＰＲブースの出

評

展
し、住みたい、住み

価

続けたい、訪れてみた

）

い 　市内外のイベント

刈

等で刈谷の歴史文化を

谷

紹
まちを目指し、定住

市

人口の増加へ繋げる。

事

　介するＰＲブースを

務

出展する。
○刈谷城盛

事

上げ隊の運営
　市内外

業

のイベント等へ参加出

評

演する刈谷城
　盛上げ

価

隊を運営する。
○東吉

シ

野村交流事業
　刈谷市

ー

民と東吉野村民が天誅

ト

組に関する史
　跡等を

（

相互に訪問する。

位
置

様

づ
け

関連計画 刈谷市ま

式

ち・ひと・しごと創生

１

総合戦略、第2次刈谷

）

市文化振興基本計画

根

会

拠法令

対象者 対象者を

計

限定せず 事業期間 平成

名

２５年度 ～

実施方法 ■

担

直営　■委託　□指定

当

管理　□補助・助成　

部

□その他

市民活動部

一般会

Ｂ
　
事
　

計

業
　
実
　
績

２８年度実

刈

績 ２９年度実績 ３０年

谷

度実績 ３１年度計画

・

の

ＰＲブース出展 ・ＰＲ

魅

ブース出展 ・ＰＲブー

力

ス出展 ・ＰＲブース出

発

展
　　ブース出展回数

信

　   8回 　　ブー

事

ス出展回数　   5

業

回 　　ブース出展回数

担

　11回 　　ブース出

当

展回数　　 5回
・東

課

吉野村ウォーキング開

文

催 ・刈谷市史跡めぐり

化

開催　　 ・東吉野村交

観

流事業 ・東吉野村交流

光

事業
　　参加者数　 

課

       26人

款

　　参加者数　   

項

     11人   

目

  東吉野村訪問　　

担

28人     刈谷

当

市来訪　
・刈谷城盛上

係

げ隊 ・刈谷城盛上げ隊

文

    刈谷市来訪　

化

　　22人 ・刈谷城盛

振

上げ隊
　　出演回数　

興

        34

係

回 　　出演回数　  

2

      27回 ・



2 観光係

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　歴史

平

文化を啓発することで

成

、市民に郷土の歴史文

３

化に誇
・法的業務

普通

１

りを持ってもらい、地

年

域の活性化を図る一助

度

とする。　
必要性 ・市

（

民ニーズ、社会需要 　

平

また、愛知県が武将観

成

光を推進しており、本

３

市において
・市民生活

０

上必要である　など も

年

盛上げ隊を活用し、地

度

域資源のＰＲを推進し

評

ていること
から、県と

価

市で一体的に取り組め

）

ている。
　事業を委託

刈

することで職員の負担

谷

の軽減を図った。
・コ

市

ストの節減、費用対効

事

果
普通

　また、盛上げ

務

隊の隊員にボランティ

事

アを採用することで
効

業

率性 ・執行体制の効率

評

性 コストを抑えつつ、

価

幅広い人材を確保する

シ

ことができた。
・手段

ー

の最適性　など

　事業

ト

を通じて、総合計画に

（

ある「まちの歴史に対

様

する認
・市が主体とな

式

って実施する
高い

知度

２

を高める必要」に応え

）

ることができる。
妥当

会

性 　べき事業であるか

計

　また、市が目指す持

名

続可能な発展のために

担

は定住促進が
・総合計

当

画との整合性　など 必

部

要であるが、そのため

市

の取組である魅力発信

民

は、市が主
体的に実施

活

すべきである。
　各種

動

イベントにおいて、甲

部

冑を着用した存在感の

一

強い武

施策への ・施策

般

への貢献度
高い

将隊が

会

、演舞等を披露しなが

計

ら刈谷の魅力を発信で

刈

きるの
・目標達成度 で

谷

、訴求力が高く、施策

の

への貢献度は高い。
貢

魅

献度 ・市民サービスへ

力

の効果　など

今後の方

発

向性 □拡充　■現状維

信

持　□改善・効率化　

事

□縮小　□終期設定　

業

□休止・廃止

　本市の

担

歴史文化を幅広い人々

当

にＰＲするとともに、

課

刈谷市の魅力を発信し

文

ていくため、今後も継

化

続性をもって事業
を実

観

施する。

光課

款

Ｃ

項

 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 

目

　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　

担

∨

当係 文化振興係

2 1



6

３０年度 ３１年度 ３年

1

度

活動 出演支援回数（団体） 0 1 1 1 1
指標

 
指標

　民俗芸能大会等への出演に際し、市町村から補助金の交付を受けていない団体が多いことから、本市は、
他市との 他市に比べて手厚い支援ができている。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 300 42 300 合計 42,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 150 交付金 42,000 円

一般財源 0 300 42 150

職員人件費　② 391 388 386 387

総事業費（①＋②） 391 688 428 687

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0

２年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

１

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 教育文化

（

基本施策 文化・芸術
施

平

策体系
施策の内容 創作

成

・発表の機会づくり

目

３

　
　
　
的

  本市固有

０

の無形民俗文化財継承

年

団体の活動

主
た
る
内
容

度

  指定無形民俗文化

評

財の継承団体が愛知県

価

民
を支援し、先人がこ

）

れまで培ってきた郷土

刈

の 俗芸能大会等に出演

谷

する経費を補助する。

市

文化財の保存・伝承を

事

図る。

位
置
づ
け

関連計

務

画 第2次刈谷市文化振

事

興基本計画

根拠法令  

業

対象者 無形民俗文化財

評

保存団体 事業期間 平成

価

２２年度 ～

実施方法 □

シ

直営　□委託　□指定

ー

管理　■補助・助成　

ト

□その他

（様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　

担

業
　
実
　
績

２８年度実

当

績 ２９年度実績 ３０年

部

度実績 ３１年度計画

・

市

各団体に披露や啓発の

民

募集 ・各団体に披露や

活

啓発の募集 ・各団体に

動

披露や啓発の募集 ・各

部

団体に芸能大会等のイ

一

ベ 
　の情報提供 　の

般

情報提供 　の情報提供

会

  ントの情報提供
・

計

申請の事務補助 ・申請

民

の事務補助 ・申請の事

俗

務補助 ・申請の事務補

芸

助
・9月17日（刈谷

能

万燈保存会）・8月2

啓

0日（野田雨乞笠おど

発

り
　催事名：愛知県民

事

俗芸能大 　　　　　保

業

存会）
　　　　　会半

担

田市大会 　催事名：ぼ

当

くたち、わたし
　開催

課

地：半田市 　　　　　

文

たちのニッポンの
　　

化

　　　祭り2018
　

観

開催地：東京都

　ぼく

光

たち、わたしたちのニ

課

ッポンの祭り2018

款

に出演する野田雨乞笠

項

おどり保存会を支援す

目

ることで、本市の無形

担

民俗文

成果
化財を全国

当

に向けて広く周知する

係

ことができた。

　予算

文

に限りがあるため、複

化

数の団体が民俗芸能大

振

会に出演した場合に補

興

助金を交付できない可

係

能性がある。

課題

指標

1

名称（単位）
実績値 目

0

標値

２８年度 ２９年度



0

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 4,853 5,090 5,240 5,668 合計 5,239,751 円
需用費 1,090,252 円

財
　
源

特定財源 923 846 704 854 役務費 49,420 円
委託料 4,092,579 円

一般財源 3,930 4,244 4,536 4,814 負担金、補助及び
交付金 7,500 円

職員人件費　② 5,080 4,653 4,629 4,644

総事業費（①＋②） 9,933 9,743 9,869 10,312

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0 十朋亭使用料

２年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

１

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 教育文化

基

（

本施策 文化・芸術
施策

平

体系
施策の内容 文化芸

成

術の拠点づくり

目
　
　

３

　
的

　十朋亭を市民に

０

憩いの場として提供で

年

きる

主
た
る
内
容

○受付

度

等業務委託
よう管理す

評

ることで、文化の向上

価

及び福祉の ○施設・設

）

備修繕
増進を図る。

位

刈

置
づ
け

関連計画  

根拠

谷

法令 刈谷市十朋亭条例

市

・刈谷市十朋亭条例施

事

行規則

対象者 対象者を

務

限定せず 事業期間 昭和

事

４７年度 ～

実施方法 □

業

直営　■委託　□指定

評

管理　□補助・助成　

価

□その他

シート （様式１）

Ｂ
　
事
　

会

業
　
実
　
績

２８年度実

計

績 ２９年度実績 ３０年

名

度実績 ３１年度計画

・

担

受付等業務委託 ・受付

当

等業務委託 ・受付等業

部

務委託 ・受付等業務委

市

託
・夜間受付等業務委

民

託 ・夜間受付等業務委

活

託 ・夜間受付等業務委

動

託 ・夜間受付等業務委

部

託
・空調設備保守業務

一

委託 ・空調設備保守業

般

務委託 ・空調設備保守

会

業務委託 ・空調設備保

計

守業務委託
・消防用設

施

備保守管理委託 ・消防

設

用設備保守管理委託 ・

管

消防用設備保守管理委

理

託 ・消防用設備保守管

事

理委託

　年代を問わず

業

、四季を通じて会合、

担

レクリエーション、休

当

憩等で多くの方の利用

課

に供し、住民の福祉の

文

増進を図ること

成果
が

化

できた。

　亀城公園再

観

整備計画の中で、一体

光

的に施設のあり方を検

課

討する必要がある。

課

款

題

指標名称（単位）
実

項

績値 目標値

２８年度 ２

目

９年度 ３０年度 ３１年

担

度 ３年度

活動 提供した

当

時間区分数（回） 92

係

2 845 751 900

文

950
指標

 
指標

施設

化

の目的、周辺環境で類

振

似の施設がなく比較が

興

困難である。
他市との

係

比較検証

10 6 1



0

97,560 円
需用費 1,897,560 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 200 1,898 0

職員人件費　② 0 1,163 1,543 0

総事業費（①＋②） 0 1,363 3,441 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0

２年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

１

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 教育文化

基

（

本施策 文化・芸術
施策

平

体系
施策の内容 文化芸

成

術の拠点づくり

目
　
　

３

　
的

　十朋亭の補修を

０

行うことにより、利用

年

者に

主
た
る
内
容

○空調

度

機修繕
快適な施設空間

評

の提供を図る。 ○畳表

価

替え
○障子張替え
○襖

）

張替え
○外部階段修繕

刈

位
置
づ
け

関連計画

根拠

谷

法令 刈谷市十朋亭条例

市

・刈谷市十朋亭条例施

事

行規則

対象者 対象者を

務

限定せず 事業期間 平成

事

３０年度 ～ 平成３０年

業

度

実施方法 ■直営　□

評

委託　□指定管理　□

価

補助・助成　□その他

シート （様式１）

会

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

計

績

２８年度実績 ２９年

名

度実績 ３０年度実績 ３

担

１年度計画

　 ・屋根瓦

当

の修繕 ・空調機修繕 　

部

　 ・畳表替え 　
　 ・障

市

子張替え 　
　 ・襖張替

民

え 　
　　　―――――

活

―― ・外部階段修繕 　

動

　　―――――――

　

部

空調機の整備や畳の表

一

替え等をしたことによ

般

り、利用者に快適な施

会

設空間を図ることがで

計

きた。

成果

　照明器具

施

が古く現に不具合が生

設

じているため、ＬＥＤ

補

電球への変更について

修

検討する必要がある。

事

課題

指標名称（単位）

業

実績値 目標値

２８年度

担

２９年度 ３０年度 ３１

当

年度 ３年度

活動 修繕件

課

数（件） ― 1 3 ― ―
指

文

標
活動
指標

　施設の目

化

的、周辺環境で類似の

観

施設がなく比較が困難

光

である。
他市との
比較

課

検証

款 項 目 担当係 文化

Ｃ
　
事
　
業
　
コ

振

　
ス
　
ト

単位：千円
２

興

８年度 ２９年度 ３０年

係

度 ３１年度 ３０年度

（

1

決算） （決算） （決算

0

） （予算） 事業費内訳

6

事業費　① 0 200 1

1

,898 0 合計 1,8



博

予算） 事業費内訳

事業

物

費　① 0 0 863 0 合

館

計 863,172 円

1

役務費 102,960

0

 円

財
　
源

特定財源 0

6

0 0 0 委託料 494,

1

640 円
使用料及び

4

賃借料 32,400 円

一般財源 0 0 863 0 備品購入費 233,172 円

職員人件費　② 0 0 1,458 0

総事業費（①＋②） 0 0 2,321 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0

２年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ

１

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

平

歴史・文化財
施策体系

成

施策の内容 歴史博物館

３

の整備

目
　
　
　
的

　歴

０

史博物館及び郷土資料

年

館の収蔵品につい

主
た

度

る
内
容

　歴史博物館と

評

郷土資料館の収蔵品を

価

一元管
てデータベース

）

化し、収蔵品の適正か

刈

つ効率 理する収蔵品管

谷

理システムを整備し、

市

収蔵品
的な管理と活用

事

につなげる。 の管理や

務

歴史博物館資料閲覧室

事

の利用者に対
する検索

業

サービスを実施する。

評

位
置
づ
け

関連計画

根拠

価

法令

対象者 対象者を限

シ

定せず 事業期間 平成３

ー

０年度 ～ 平成３０年度

ト

実施方法 □直営　■委

（

託　□指定管理　□補

様

助・助成　□その他

式１）

会計名 担当部

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

市

２８年度実績 ２９年度

民

実績 ３０年度実績 ３１

活

年度計画

　 　 ・収蔵品

動

管理システムの整備 　

部

　 　 　
　 　 　
　 　 　
　

一

　　――――――― 　

般

　　――――――― 　

会

　　―――――――

　

計

収蔵品管理システムの

収

整備を行い、職員及び

蔵

来館者が収蔵品の情報

品

を容易に知ることがで

管

きるようになった。

成

理

果

　収蔵品に関する情

シ

報を、随時更新する必

ス

要がある。

課題

指標名

テ

称（単位）
実績値 目標

ム

値

２８年度 ２９年度 ３

整

０年度 ３１年度 ３年度

備

活動 データの移行（％

事

） ― ― 100 ― ―
指標

業

活動
指標

　近隣にシス

担

テムを導入している市

当

はないため比較できな

課

い。
他市との
比較検証

文化観光課

款 項 目 担

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス

当

　
ト

単位：千円
２８年

係

度 ２９年度 ３０年度 ３

歴

１年度 ３０年度

（決算

史

） （決算） （決算） （



0

案内補助 　ランティア

6

派遣実施
・郷土資料館

2

案内補助 ・郷土資料館

歴

案内補助 ・郷土資料館

史

案内補助

・ボランティ

博

アの会会員自身が歴史

物

や説明方法を随時学習

館

・調査するなど、積極的に向上心をもって活動している結果、

成果
依頼者からは好評をいただき、史跡めぐりの参加者アンケート結果からは平均して8割以上から満足との評価を得た。

・高齢者の社会参加の好ましい例として、内閣府より平成26年度ボランティア活動功労者表彰を受けた。

・平成29年度にボランティア養成講座を実施したことで新たに7名の会員が加わり、会の活性化を図ることができた。

　参加者の増加に伴い、駐車スペースの確保が課題となってきている。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３年度

活動 一般申込によるガイド依頼および小中学校の総合学 50 50 50 50 50
指標 習支援（件）
成果 刈谷の歴史に興味を持っている市民の割合（％） 35.0 ― 33.2 39.6 46.0
指標

にしお観光ボランティアガイドの会…モデルコース2コース、依頼ガイドへのガイド派遣実施
他市との 安城ふるさとガイドの会…モデルコース6コース、依頼ガイドへのガイド派遣実施
比較検証 知立市観光ボランティアの会…モデルコース2コース、依頼ガイドへのガイド派遣実施

三州高浜鬼みち案内人の会…モデルコース1コース、依頼ガイドへのガイド派遣実施

Ｄ

Ｃ
　
事
　
業
　
コ

　

　
ス
　
ト

単位：千円
２

　

８年度 ２９年度 ３０年

　

度 ３１年度 ３０年度

（

Ｏ

決算） （決算） （決算

　

） （予算） 事業費内訳

　

事業費　① 182 18

∧

1 182 182 合計 1

　

81,985 円
需用

　

費 9,985 円

財
　

実

源

特定財源 0 0 0 0 委

　

託料 172,000 

　

円

一般財源 182 18

施

1 182 182

職員人

　

件費　② 547 620

　

640 635

総事業費

∨

（①＋②） 729 801 822 817

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0

２年度以降の事業費見込 0

平成３

Ｐ

１

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

平

歴史・文化財
施策体系

成

施策の内容 文化財の保

３

護・伝承・活用

目
　
　

０

　
的

　市民が刈谷の文

年

化財や歴史に触れ、学

度

ぶこ

主
た
る
内
容

○年3

評

回、史跡めぐりの開催

価

とができる機会を提供

）

するとともに、刈谷の

刈

○郷土資料館における

谷

見学者案内
歴史文化を

市

案内するためのガイド

事

ボランティ ○市内学校

務

の総合的な学習に伴う

事

ガイドの派
アを育成し

業

、文化財の活用と歴史

評

の啓発を図   遣
る｡

価

位
置
づ
け

関連計画 第2

シ

次刈谷市文化振興基本

ー

計画

根拠法令  

対象者

ト

対象者を限定せず 事業

（

期間 平成１５年度 ～

実

様

施方法 □直営　■委託

式

　□指定管理　□補助

１

・助成　□その他

）

会計名 担当部 市民

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

活

８年度実績 ２９年度実

動

績 ３０年度実績 ３１年

部

度計画

・史跡めぐり案

一

内（年3回：城・史跡

般

めぐり案内（年3回：

会

築・史跡めぐり案内（

計

年3回：泉・史跡めぐ

史

り案内（年3回：城
　

跡

下町、東海道、高須コ

め

ー 　地・恩田、鎌倉街

ぐ

道、小垣 　田、小山、

り

元刈谷コース） 　下町

開

、元刈谷、重原コー
　

催

ス） 　江コース） ・小

事

学3年生体験学習にお

業

けるス）
・小学3年生

担

体験学習における・小

当

学3年生体験学習にお

課

ける　案内、説明 ・小

文

学3年生体験学習にお

化

ける
　案内、説明 　案

観

内、説明 ・一般からの

光

「歴史の小径」 　案内

課

、説明
・一般からの「

款

歴史の小径」 ・一般か

項

らの「歴史の小径」 　

目

散策ガイド依頼に対す

担

るボ ・一般からの「歴

当

史の小径」
　散策ガイ

係

ド依頼に対するボ 　散

文

策ガイド依頼に対する

化

ボ 　ランティア派遣実

振

施 　散策ガイド依頼に

興

対するボ
　ランティア

係

派遣実施 　ランティア

1

派遣実施 ・郷土資料館



館

Ｃ
　
事

1

　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位

0

：千円
２８年度 ２９年

6

度 ３０年度 ３１年度 ３

2

０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 4,284 4,285 947 0 合計 947,480 円
需用費 947,480 円

財
　
源

特定財源 24 69 7 0

一般財源 4,260 4,216 940 0

職員人件費　② 3,126 3,102 3,858 0

総事業費（①＋②） 7,410 7,387 4,805 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0 冊子等頒布収入

２年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ

１

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 教

（

育文化

基本施策 歴史・

平

文化財
施策体系

施策の

成

内容 文化財の保護・伝

３

承・活用

目
　
　
　
的

　

０

平成9～12年度にか

年

けて実施した中条遺跡

度

の

主
た
る
内
容

  発掘

評

調査で検出した遺構や

価

遺物に関する図
発掘調

）

査について、調査年度

刈

毎に成果をまと 版作成

谷

と報告書の印刷を行う

市

。
めた報告書を作成す

事

ることで、その学術的

務

な
成果を広く一般公開

事

し、本市の歴史研究の

業

一
助とする。

位
置
づ
け

評

関連計画 第2次刈谷市

価

文化振興基本計画

根拠

シ

法令 文化財保護法

対象

ー

者 対象者を限定せず 事

ト

業期間 平成２７年度 ～

（

平成３０年度

実施方法

様

■直営　■委託　□指

式

定管理　□補助・助成

１

　□その他

）

会計名 担当部 市

Ｂ
　
事

民

　
業
　
実
　
績

２８年度

活

実績 ２９年度実績 ３０

動

年度実績 ３１年度計画

部

・平成11年度調査分

一

図版作成 ・平成12年

般

度調査分図版作成 ・平

会

成12年度調査分報告

計

書印 　
・平成10年度

発

調査分報告書印 ・平成

掘

11年度調査分報告書

調

印 　刷 　
　刷 　刷 　

　

査

　　　―――――――

報

　平成12年度調査分

告

の報告書を作成した。

書

成果

課題

指標名称（単

作

位）
実績値 目標値

２８

成

年度 ２９年度 ３０年度

事

３１年度 ３年度

活動 報

業

告書刊行数（冊） 1 1

担

1 ― ―
指標
成果 報告書

当

頒布部数（冊） 24 3

課

0 5
指標

　安城市と豊

文

田市では、発掘調査後

化

数年の内に報告書を刊

観

行している。
他市との

光

　　・安城市の平成3

課

0年度報告書刊行数2

款

冊
比較検証 　　・豊田

項

市の平成30年度報告

目

書刊行数5冊

担当係 歴史博物



光

市、碧南市（半田市と

係

共催）、西尾市、みよ

7

し市等で花火大会を実

1

施している。
他市との

2

比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 10,000 10,000 10,000 10,000 合計 10,000,000 円
委託料 10,000,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 10,000 10,000 10,000 10,000

職員人件費　② 1,563 1,551 1,543 1,935

総事業費（①＋②） 11,563 11,551 11,543 11,935

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0

２年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ

１

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 産

（

業振興

基本施策 観光
施

平

策体系
施策の内容 「ふ

成

るさと刈谷」の魅力向

３

上と発信

目
　
　
　
的

　

０

わんさか祭りの魅力向

年

上を目指すとともに

主

度

た
る
内
容

○メロディ花

評

火を中心とした、花火

価

打ち上げ
観光の振興を

）

図る。 　経費

位
置
づ
け

刈

関連計画 第2次刈谷市

谷

観光推進基本計画

根拠

市

法令  

対象者 対象者を

事

限定せず 事業期間 ～

実

務

施方法 □直営　■委託

事

　□指定管理　□補助

業

・助成　□その他

評価シート （様式１

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

）

８年度実績 ２９年度実

会

績 ３０年度実績 ３１年

計

度計画

・わんさか祭り

名

花火大会 ・わんさか祭

担

り花火大会 ・わんさか

当

祭り花火大会 ・わんさ

部

か祭り花火大会
　開催

市

日：8月20日 　開催

民

日：8月19日 　開催

活

日：8月18日 　開催

動

日：8月17日
　発数

部

：約7,000発（全

一

体） 　発数：約7,0

般

00発（全体） 　発数

会

：約7,000発（全

計

体） 　発数：約7,0

わ

00発（全体)

・同規

ん

模の近隣市町村と比較

さ

しても誇ることのでき

か

る花火大会となってい

祭

る。

成果
・花火を打上

り

げることで、市内で開

花

催されるイベントの中

火

で最も集客力を持つイ

打

ベントとなり、市外か

ち

らも多くの人が集

まる

上

知名度が高い催事とな

げ

っている。

・花火の内

事

容が、会場内の限られ

業

た来場者のみしか見る

担

ことができない。

・花

当

火大会開催により、会

課

場内での雑踏対策や会

文

場周辺での交通渋滞や

化

迷惑駐車が課題となっ

観

ている。
課題

指標名称

光

（単位）
実績値 目標値

課

２８年度 ２９年度 ３０

款

年度 ３１年度 ３年度

成

項

果 来場者数（人） 15

目

3,000 156,0

担

00 157,500 1

当

56,500 156,

係

500
指標

 
指標

　近

観

隣では、岡崎市、豊田



を促す機会の提供などを実施することで広域観光

を推進した。

・情報発信サイトで一層のＰＲを行い、認知度の向上及び利用促進に取り組む必要がある。

・西三河9市1町の連携は、発信力強化及び交流促進が目的であるが、現状では取り組みが情報発信サイト及びスタンプラ
課題

リーのみに留まっており、連携によるメリットが生かし切れていない。このため、新たな展開のための新企画を立案し、

実施する必要がある。

指標名称（単位）
実績値 目標値

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３年度

活動 ホームページアクセス数（件） 239,614 314,760 302,855 390,000 390,000
指標

指標
　近隣市町で共同で実施する事業であるため、他市と比較できない。

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 200 353 418 4,959 合計 418,048 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 2,040 交付金 418,048 円

一般財源 200 353 418 2,919

職員人件費　② 782 969 964 1,625

総

Ｄ

事業費（①＋②） 98

　

2 1,322 1,38

　

2 6,584

建
設
事
業

　

全体事業費（単位：千

Ｏ

円） 0 ３０年度特定財

　

源名称

３０年度までの

　

累積事業費 0

２年度以

∧

降の事業費見込 0

　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

１

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 産業振興

基本施

（

策 観光
施策体系

施策の

平

内容 「ふるさと刈谷」

成

の魅力向上と発信

目
　

３

　
　
的

　広域的な視点

０

での観光施策の充実や

年

地域の

主
た
る
内
容

○西

度

三河広域観光推進協議

評

会の運営負担金
つなが

価

りを強め、地域活性化

）

を目指す。 ＜内訳＞
　

刈

・観光情報発信システ

谷

ム保守料
　・スタンプ

市

ラリー実施費用
　・西

事

三河フォークジャンボ

務

リー出展費用

位
置
づ
け

事

関連計画 第2次刈谷市

業

観光推進基本計画

根拠

評

法令 西三河広域観光推

価

進協議会規約

対象者 対

シ

象者を限定せず 事業期

ー

間 平成２７年度 ～

実施

ト

方法 □直営　□委託　

（

□指定管理　□補助・

様

助成　■その他

式１）

会計名 担当

Ｂ

部

　
事
　
業
　
実
　
績

２８

市

年度実績 ２９年度実績

民

３０年度実績 ３１年度

活

計画

・西三河広域観光

動

推進協議会 ・西三河広

部

域観光推進協議会 ・西

一

三河広域観光推進協議

般

会 ・西三河広域観光推

会

進協議会
　サイト「西

計

三河ぐるっとナ 　サイ

広

ト「西三河ぐるっとナ

域

　サイト「西三河ぐる

観

っとナ 　サイト「西三

光

河ぐるっとナ
　ビ」の

推

運営及び充実 　ビ」の

進

運営及び充実 　ビ」の

事

運営及び充実 　ビ」の

業

運営及び充実
・西三河

担

9市1町の自治体が連

当

・スタンプラリーの実

課

施 ・協議会総合ブース

文

の西三河9
　携したイ

化

ベントの実施 ・西三河

観

フォークジャンボ　 　

光

市1町内イベントへの

課

出展
　リーへの出展 ・

款

定住自立圏観光パンフ

項

レッ
　ト「るるぶきぬ

目

うら」改訂
・定住自立

担

圏連携イベントへ
　の

当

出展

・西三河広域観光

係

推進協議会公式サイト

観

「西三河ぐるっとナビ

光

」で情報発信を継続し

係

たほか、新たにスタン

7

プラリーの実

成果
施に

1

取り組み、個人旅行者

2

の自由な観光ルート案内や地域資源の再発見



ことは難しい。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 2,519 2,656 合計 2,518,910 円
需用費 359,441 円

財
　
源

特定財源 0 0 292 300 役務費 44,716 円
委託料 447,120 円

一般財源 0 0 2,227 2,356 使用料及び賃借料
1,667,633 円

職員人件費　② 0 0 278 310

総事業費（①＋②） 0 0 2,797 2,966

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0 行政財産目的外使用料
光熱水費実費徴収金

２年度以降の事業費見込 0 鉄道高架下倉庫等賃貸料

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

１

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 産業振興

基本

（

施策 観光
施策体系

施策

平

の内容 「ふるさと刈谷

成

」の魅力向上と発信

目

３

　
　
　
的

  刈谷市及

０

び衣浦定住自立圏の活

年

性化を目指

主
た
る
内
容

度

〇オアシス館刈谷の管

評

理経費
し、各観光施設

価

の充実を図る。 〇万燈

）

蔵等の管理経費

位
置
づ

刈

け

関連計画 第2次刈谷

谷

市観光推進基本計画

根

市

拠法令

対象者 対象者を

事

限定せず 事業期間 ～

実

務

施方法 ■直営　□委託

事

　□指定管理　□補助

業

・助成　□その他

評価シート （様式１

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

）

８年度実績 ２９年度実

会

績 ３０年度実績 ３１年

計

度計画

　 　 ・土地借上

名

げ料 ・土地借上げ料
　

担

　 ・火災保険料 ・火災

当

保険料
　 　 ・電気料 ・

部

電気料
　 　 ・オアシス

市

館シアターシステ ・情

民

報検索端末パソコン等

活

更
　　　――――――

動

― 　　　――――――

部

― 　ム更新 　新
・観光

一

案内板修繕 ・観光案内

般

板修繕
・第二観光用倉

会

庫フェンス撤
　去

・オ

計

アシス館刈谷のシアタ

観

ー映像を更新したこと

光

で、来館者に対し、刈

施

谷市を含む衣浦定住自

設

立圏域市町の観光情報

等

を発

成果
信し、観光Ｐ

管

Ｒに取り組んだ。

・観

理

光案内板の内容を改修

事

し、刈谷市へ訪れた人

業

へのサービス向上に繋

担

げた。

・オアシス館刈

当

谷の展示内容が恒常化

課

されており、刈谷ハイ

文

ウェイオアシス内にあ

化

るという立地上の特性

観

を生かしきれて

おらず

光

、効果的な情報発信を

課

しているとは言い難い

款

。
課題

指標名称（単位

項

）
実績値 目標値

２８年

目

度 ２９年度 ３０年度 ３

担

１年度 ３年度

成果 オア

当

シス館刈谷来場者数（

係

人） 634,500 5

観

46,400 848,

光

400 850,000

係

850,000
指標
活

7

動
指標

　倉庫や施設の

1

規模等が異なるため、

2

他市と単純に比較する


